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古
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
羽
前
国
・
置
賜
郡
―
他
国
か
ら
の
ま
な
ざ
し
―石
黒
吉
次
郎
専
修
大
学
文
学
部
教
授
一
は
じ
め
に
出
羽
の
国
の
一
部
で
あ
っ
た
羽
前
国
（
山
形
県
）
と
米
沢
を
中
心
と
す
る
置
賜
郡
が
、
京
都
・
江
戸
を
中
心
と
し
た
他
国
か
ら
ど
の
よ
う
に
知
ら
れ
て
い
た
か
を
述
べ
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
限
定
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
が
、
中
央
か
ら
遠
い
辺
鄙
な
場
所
が
ど
の
よ
う
に
中
央
の
文
化
と
関
わ
る
か
の
一
例
と
し
て
の
考
察
で
あ
る
。
明
治
元
年
に
出
羽
国
は
羽
前
（
山
形
県
）・
羽
後
（
秋
田
県
）
に
二
分
さ
れ
、
そ
の
後
置
賜
郡
も
西
置
賜
・
東
置
賜
・
南
置
賜
の
三
郡
に
分
割
さ
れ
た
。
「
置
賜
」
の
地
名
が
見
え
る
の
は
『
続
日
本
紀
』
で
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
九
月
二
十
三
日
に
始
め
て
出
羽
国
が
置
か
れ
た
と
し
、
お
き
た
み
さ
ら
に
同
年
十
月
一
日
に
「
陸
奥
国
最
上
・
置
賜
の
二
郡
を
割
き
て
出
羽
国
に
隷
く
。」
と
あ
り
、
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
九
月
二
十
三
日
に
は
、
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従
三
位
中
納
言
巨
勢
朝
臣
万
呂
言
さ
く
、「
出
羽
国
を
建
て
て
、
已
に
数
年
を
経
れ
ど
も
、
吏
民
少
く
稀
に
し
て
、
狄
徒
馴
れ
ず
。
そ
の
地
膏
腴
に
し
て
、
こ
ず
い
ご
ん
田
野
広
寛
な
り
。
請
は
く
は
、
随
近
の
国
の
民
を
し
て
出
羽
国
に
遷
ら
し
め
、
狂
狄
を
教
喩
し
て
、
兼
ね
て
地
の
利
を
保
た
し
め
む
こ
と
を
」
と
ま
う
す
。
お
き
た
み
は
く
せ
い
こ
れ
を
許
す
。
因
て
陸
奥
の
置
賜
・
最
上
の
二
郡
と
、
信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
後
の
四
国
の
百
姓
各
百
戸
を
以
て
、
出
羽
国
に
隷
か
し
む
。（
原
漢
文
）
と
あ
る
。
こ
の
本
文
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
に
拠
る
も
の
で
、
置
賜
を
オ
キ
タ
ミ
と
訓
じ
て
い
る
が
、『
和
名
抄
』
オ
イ
タ
ミ
国
郡
部
で
は
、「
置
賜
―
於
伊
太
三
」
と
す
る
。
置
賜
は
「
置
民
」
の
転
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
後
平
安
時
代
の
出
羽
の
国
の
状
況
で
は
、
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
の
元
慶
の
乱
が
あ
っ
た
。
出
羽
の
俘
囚
が
秋
田
城
司
の
暴
政
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
善
清
行
の
『
藤
原
保
則
伝
』
は
、
藤
原
保
則
が
出
羽
権
守
と
な
っ
て
こ
の
乱
を
鎮
圧
し
た
こ
と
を
記
す
。『
国
司
補
任
』
に
は
、
出
羽
国
の
国
司
に
つ
い
て
の
記
事
は
少
な
い
が
、
藤
原
仲
成
、
平
維
茂
、
源
義
家
、
藤
原
季
仲
な
ど
の
名
が
見
え
る
。
宗
教
の
面
で
は
、
天
台
宗
の
僧
鎮
源
に
よ
る
『
法
華
験
記
』（
成
立
長
久
年
間＝
一
〇
四
〇
〜
四
四
年
）
巻
上
・
八
話
に
、
よ
み
が
へ
沙
門
妙
達
は
、
出
羽
国
田
川
郡
布
山
竜
華
寺
の
住
僧
な
り
。
和
尚
心
行
清
浄
に
し
て
、
染
着
す
る
と
こ
ろ
な
し
。
…
妙
達
和
尚
死
し
て
七
日
を
逕
て
蘇
生
り
已
り
て
、
始
め
て
冥
途
の
作
法
、
閻
王
の
所
説
を
語
り
ぬ
（
１
）
。（
原
漢
文
）
と
あ
り
、
法
華
経
持
経
者
の
蘇
生
譚
を
伝
え
る
。
こ
れ
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
三
・
十
三
話
に
も
取
ら
れ
て
い
る
。
三
好
為
康
『
拾
遺
往
生
伝
』（
天
永
二
年＝
一
一
一
一
年
頃
）
巻
上
・
四
話
に
は
、
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か
う
じ
延
暦
寺
の
座
主
内
供
奉
安
恵
は
、
俗
称
大
狛
氏
、
河
内
国
大
県
郡
の
人
な
り
。
…
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
出
羽
の
講
師
と
な
り
、
山
を
出
で
て
任
に
赴
も
は
ら
こ
の
か
た
け
り
。
こ
の
時
郡
内
の
道
俗
、
一
に
法
相
宗
を
学
び
て
、
天
台
宗
を
知
ら
ず
。
安
恵
境
に
入
り
て
よ
り
以
降
、
皆
法
相
宗
を
廃
て
て
、
改
め
て
天
台
宗
に
帰
せ
し
め
つ
（
２
）
。
と
あ
り
、
天
台
宗
の
出
羽
国
に
お
け
る
布
教
の
さ
ま
が
知
ら
れ
る
。
出
羽
国
は
海
上
交
通
で
京
都
に
近
い
海
側
が
中
央
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
発
達
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
置
賜
地
方
に
も
古
墳
文
化
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
ま
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
当
時
海
側
の
田
川
郡
は
湯
殿
山
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
３
）
。
こ
の
ほ
か
『
大
和
物
語
』
第
十
七
段
に
い
で
は
ご
い
で
わ
の
べ
ん
は
宇
多
天
皇
の
皇
子
式
部
卿
宮
に
仕
え
た
出
羽
の
御
な
る
女
房
が
見
え
る
。
ま
た
出
羽
弁
は
著
名
な
歌
人
で
、『
出
羽
弁
集
』
と
い
う
家
集
が
あ
る
。
出
羽
守
平
季
信
の
娘
で
あ
っ
た
。
中
世
に
下
っ
て
、
源
義
経
の
一
代
記
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
混
ぜ
て
記
す
室
町
時
代
の
『
義
経
記
』
で
は
、
巻
七
に
義
経
の
都
落
ち
の
話
が
あ
る
が
、
北
陸
の
物
語
が
ほ
と
ん
ど
で
、
出
羽
は
少
な
い
。
出
羽
の
話
と
し
て
は
、
庄
内
地
方
の
豪
族
に
田
川
次
郎
真
房
の
子
が
病
気
と
な
り
、
弁
慶
が
祈
っ
て
治
し
た
と
あ
る
。
ま
た
義
経
の
北
の
方
が
亀
割
山
で
お
産
を
す
る
が
、
こ
れ
は
山
形
県
最
上
郡
と
新
庄
市
の
境
に
あ
り
、
山
伏
修
験
道
の
山
で
あ
っ
た
。
出
羽
三
山
も
海
側
の
文
化
の
拠
点
の
一
つ
で
、
羽
黒
山
伏
の
活
動
は
文
学
の
上
で
は
室
町
時
代
に
顕
著
に
な
る
。
能
で
は
現
行
曲
の
「

城
」「
摂
待
」「
野
守
」
に
出
羽
の
羽
黒
山
よ
り
出
で
た
る
客
僧
が
登
場
す
る
。
狂
言
で
も
山
伏
狂
言
「
腰
祈
」（
現
行
曲
）・「
継
子
」
（
番
外
曲
）
に
羽
黒
山
の
山
伏
が
登
場
す
る
。
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二
和
歌
文
学
と
出
羽
―
羽
前
を
中
心
に
―
地
方
の
状
況
は
文
学
的
に
は
古
代
の
中
央
に
お
い
て
は
、
歌
枕
（
和
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
る
諸
国
の
名
所
）
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
こ
れ
は
東
北
に
も
及
ぶ
が
、
十
四
世
紀
初
頭
の
『
歌
枕
名
寄
』、
南
北
朝
時
代
の
『
新
撰
歌
枕
名
寄
』
で
は
、
出
羽
の
歌
枕
は
貧
弱
で
、
後
者
の
例
で
は
象
潟
・
阿
保
関
・
奈
曽
白
橋
・
平
鹿
な
ど
が
あ
り
、
著
名
な
も
の
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
片
桐
洋
一
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
・
増
補
版
』（
笠
間
書
院
）
に
よ
っ
て
示
す
と
、
阿
古
屋
松
・
象
潟
・
袖
浦
・
最
上
川
の
四
例
と
な
る
。
こ
れ
は
同
書
が
あ
げ
て
い
る
陸
奥
の
歌
枕
―
安
積
沼
・
浅
香
山
・
安
達
原
・
会
津
山
・
阿
武
隈
川
・
阿
武
隈
松
・
浮
島
等
々
の
三
十
五
例
と
較
べ
る
と
、
圧
倒
的
に
少
な
い
数
に
な
る
。
や
は
り
太
平
洋
側
の
陸
奥
の
国
が
多
賀
城
な
ど
を
有
す
る
大
き
な
街
道
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
人
の
往
来
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
出
羽
国
歌
枕
の
四
例
が
何
故
先
の
歌
枕
関
係
二
著
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
羽
国
に
関
す
る
関
心
が
薄
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
こ
や
の
ま
つ
阿
古
屋
松
は
『
堀
河
百
首
』（
長
治
二
〜
三
年＝
一
一
〇
五
〜
〇
六
年
）
に
藤
原
顕
仲
の
和
歌
に
お
ぼ
つ
か
な
い
ざ
い
に
し
へ
の
こ
と
問
は
む
あ
こ
や
の
松
に
物
語
し
て
と
あ
る
が
、
こ
の
顕
仲
は
陸
奥
守
基
家
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
阿
古
屋
松
は
歌
人
藤
原
実
方
と
の
関
わ
り
の
説
話
が
有
名
で
、
『
古
事
談
』
巻
二
・『
平
家
物
語
』
巻
二
・
世
阿
弥
の
能
「
阿
古
屋
松
」
で
知
ら
れ
る
。
今
『
古
事
談
』
に
よ
っ
て
記
す
と
、
一
条
天
皇
の
時
代
、
実
方
は
藤
原
行
成
と
殿
上
で
口
論
し
、
無
礼
を
働
い
た
た
め
「
歌
枕
み
て
ま
ゐ
れ
」
と
陸
奥
に
左
遷
と
な
っ
た
。
実
方
は
歌
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枕
の
阿
古
屋
松
を
探
し
歩
き
、
老
翁
に
こ
れ
は
陸
奥
で
は
な
く
出
羽
の
国
に
あ
る
と
教
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
老
人
は
、「
み
ち
の
く
の
あ
こ
や
の
松
に
こ
が
く
れ
て
い
づ
べ
き
月
の
い
で
や
ら
ぬ
か
な
」
の
古
歌
を
あ
げ
る
。
こ
の
歌
は
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
二
十
九
・
松
に
も
見
え
る
。
先
に
あ
げ
た
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
・
増
補
版
』
に
よ
れ
ば
、
阿
古
屋
松
は
山
形
市
内
の
東
部
に
あ
る
千
歳
山
の
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
地
で
も
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
あ
こ
や
町
な
る
地
名
も
あ
る
。
そ
う
し
た
認
識
は
近
世
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
秋
田
雄
勝
の
人
戸
部
正
直
に
よ
る
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』（
元
禄
十
一
年＝
一
六
九
八
年
の
序
文
）
で
は
、
巻
三
十
七
・
狂
歌
の
事
に
、
政
宗
の
外
舅
義
光
の
在
城
山
形
に
千
年
山
と
て
名
所
あ
り
。
そ
の
峯
に
阿
古
屋
の
松
の
旧
跡
あ
り
。
政
宗
十
五
歳
の
秋
、
義
光
の
許
に
詠
み
て
送
る
。
恋
し
さ
は
秋
ぞ
ま
さ
れ
る
千
と
せ
山
阿
古
屋
の
松
に
木
隠
れ
の
月
（
４
）
こ
れ
は
『
古
事
談
』
よ
り
は
『
平
家
物
語
』
に
よ
っ
て
、「
み
ち
の
く
の
あ
こ
や
の
松
に
」
の
歌
を
踏
ま
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
は
永
禄
か
ら
慶
長
年
間
に
至
る
奥
羽
の
諸
合
戦
の
記
事
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
阿
古
屋
の
松
は
こ
の
ほ
か
に
庄
内
の
狩
川
に
も
あ
る
と
い
う
。
三
河
の
人
菅
江
真
澄
の
『
あ
き
た
の
か
り
ね
』
の
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
九
月
二
十
一
日
の
条
に
、
と
り
い
（
東
田
川
郡
の
）
瀬
川
、
三
ケ
沢
、
添
津
、
山
崎
、
苅
河
、
か
ゝ
る
と
こ
ろ
を
過
来
れ
ば
、
阿
古
屋
稲
荷
と
華
表
に
名
の
り
た
る
前
に
ぬ
か
づ
く
人
あ
り
。
い
か
な
る
神
に
て
お
ま
し
奉
る
と
い
へ
ば
、
こ
の
と
こ
ろ
こ
そ
、
み
ち
の
お
く
に
名
だ
か
き
あ
こ
や
の
松
に
て
侍
れ
。
い
に
し
へ
も
こ
ゝ
も
み
ち
の
お
く
に
て
、
今
は
出
羽
と
ぞ
な
り
ぬ
（
５
）
。
と
あ
っ
て
、
狩
川
の
阿
古
屋
の
松
を
訪
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
清
河
八
郎
の
紀
行
文
『
西
遊
草
』
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
九
月
五
日
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の
条
に
、
山
形
の
千
歳
山
に
阿
古
屋
の
松
の
旧
跡
を
見
て
、
庄
内
狩
川
に
も
阿
古
屋
の
松
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
狩
川
の
も
の
に
は
、
都
の
女
阿
古
屋
が
こ
の
地
に
や
っ
て
き
て
炭
焼
き
藤
五
の
嫁
と
な
っ
た
。
阿
古
屋
が
地
に
突
き
刺
し
た
松
の
枝
が
立
派
な
木
に
成
長
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
（
６
）
。
な
お
南
北
朝
時
代
の
歌
人
宗
久
の
紀
行
文
『
都
の
つ
と
』
に
出
羽
の
阿
古
屋
松
を
見
た
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
場
所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
袖
浦
は
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
・
増
補
版
』
に
よ
る
と
、
酒
田
市
宮
浦
の
こ
と
で
、「
白
妙
の
袖
の
浦
波
よ
る
よ
る
は
も
ろ
こ
し
舟
や
漕
ぎ
渡
る
ら
む
」（『
拾
遺
愚
草
』）
の
例
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
最
上
川
は
急
流
と
し
て
有
名
な
歌
枕
で
、『
古
今
和
歌
集
』
の
東
歌
「
最
上
川
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
稲
舟
の
い
な
に
は
あ
ら
ず
こ
の
月
ば
か
り
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
飛
鳥
井
雅
有
の
『
最
上
の
河
路
』
は
こ
の
『
古
今
集
』
の
歌
に
ち
な
ん
だ
日
記
で
、
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
の
冬
の
頃
の
記
事
の
よ
う
で
、
逢
坂
か
ら
鎌
倉
ま
で
の
道
中
に
詠
ん
だ
歌
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
本
の
題
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
、
れ
い
の
う
か
れ
た
る
み
は
、
し
づ
の
を
だ
ま
き
く
り
返
し
つ
ゝ
、
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
に
、
あ
ふ
さ
か
に
て
、
あ
ふ
坂
の
山
の
杉
村
す
ぎ
が
て
に
関
の
あ
な
た
ぞ
や
が
て
恋
し
き
（
７
）
と
あ
り
、
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

坂
の
関
で
、
自
分
が
何
度
も
こ
こ
を
往
復
し
た
こ
と
を
思
い
、
そ
の
「
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
」
が
『
古
今
集
』
の
「
最
上
川
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
」
の
歌
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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三
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
の
置
賜
記
事
室
町
・
戦
国
時
代
の
羽
前
の
記
事
は
、
中
央
の
文
献
で
は
『
看
聞
日
記
』
に
は
陸
奥
の
南
部
氏
の
動
向
が
見
え
た
り
す
る
が
、
特
に
羽
前
の
記
事
は
な
い
。『
伊
達
正
統
世
次
考
』
巻
八
上
・
稙
宗
公
・
一
（
第
二
期
戦
国
史
料
叢
書
一
一
所
収
）
に
、
永
正
十
年
（
一
五
こ
お
り
一
三
）
六
月
二
十
六
日
、
判
書
を
湯
村
助
十
郎
に
与
え
た
。
内
容
は
桑
折
五
郎
方
よ
り
出
羽
国
置
民
郷
北
条
金
原
郷
内
の
土
地
を
購
入
し
た
、
西
大
枝
宗
保
よ
り
下
長
井
荘
玉
庭
郷
内
の
土
地
を
購
入
し
た
等
の
こ
と
が
あ
る（
南
陽
市
に
当
た
る
北
条
郷
に
つ
い
て
は
、『
南
陽
市
史
』
上
巻
・
中
巻
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
領
地
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。
伊
達
氏
に
よ
る
置
賜
地
方
の
支
配
は
関
ヶ
原
の
合
戦
後
に
終
り
、
上
杉
氏
が
会
津
か
ら
米
沢
に
入
部
し
た
。『
上
杉
家
御
年
譜
』
三
・
景
勝
公
（
米
沢
温
故
会
編
）
に
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
す
い
ば
ら
〇
一
）
八
月
下
旬
、
岩
井
・
水
原
・
安
田
の
三
士
が
米
沢
に
越
山
し
、
屋
鋪
・
諸
町
・
在
家
等
を
点
検
し
た
。
十
月
十
日
景
勝
は
豊
臣
秀
頼
か
ら
帰
郷
の
許
し
を
得
た
こ
と
を
徳
川
家
康
か
ら
伝
え
ら
れ
て
、
二
十
八
日
に
米
沢
に
着
府
し
た
と
あ
る
。
こ
の
頃
の
上
杉
氏
は
中
央
に
目
が
ゆ
き
が
ち
で
、
領
内
に
関
す
る
記
事
は
見
え
な
い
。
戦
国
時
代
の
置
賜
郡
に
お
け
る
諸
事
件
は
、
先
の
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
か
ら
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
箇
条
書
き
に
述
べ
る
。
１
巻
一
・
永
禄
八
年
檜
原
合
戦
ノ
事
、
同
九
年
檜
原
合
戦
ノ
事
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
と
九
年
長
井
方
と
会
津
の
蘆
名
氏
と
の
間
で
合
戦
が
あ
っ
た
。
米
沢
と
会
津
の
境
を
め
ぐ
る
檜
原
で
の
合
戦
で
あ
っ
た
。
２
巻
五
・
柏
山
合
戦
、
輝
旨
内
室
来
二
陣
中
一
事
上
野
山
の
住
人
右
馬
頭
満
兼
は
勇
士
で
最
上
家
の
姻
戚
で
あ
っ
た
が
、
義
光
に
敵
対
し
、
妻
の
姪
が
米
沢
の
伊
達
輝
宗
に
嫁
し
て
い
専修人文論集９８号 60
た
の
で
、
輝
宗
と
組
ん
で
義
光
と
合
戦
に
及
ん
だ
。
輝
宗
の
妻
が
陣
中
に
や
っ
て
来
て
、
父
最
上
義
守
の
教
訓
を
引
い
て
か
き
口
説
き
、
兄
の
義
光
に
も
申
し
入
れ
て
合
戦
を
や
め
さ
せ
た
。
３
巻
七
・
伊
達
政
宗
家
督
ノ
事
伊
達
氏
は
藤
原
氏
の
一
族
で
、
も
と
は
伊
達
信
夫
に
居
住
し
て
い
た
が
、
稙
宗
、
晴
宗
と
続
き
、
輝
宗
に
至
っ
て
米
沢
の
舘
山
に
城
を
築
い
て
住
ん
だ
。
そ
の
子
政
宗
は
文
武
両
道
に
優
れ
、
家
督
を
継
い
だ
。
４
巻
七
・
大
内
備
前
守
以
レ
謀
降
二
米
沢
一
事
四
本
松
に
い
た
大
内
備
前
守
は
、
伊
達
を
攻
略
す
る
た
め
に
米
沢
へ
や
っ
て
来
て
、
政
宗
に
臣
従
し
て
様
子
を
う
か
が
っ
た
。
し
か
し
政
宗
が
賢
明
で
あ
る
た
め
に
家
臣
の
切
り
崩
し
が
で
き
ず
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
妻
子
を
連
れ
て
く
る
か
ら
と
暇
を
乞
い
、
会
津
の
蘆
名
氏
と
相
談
し
た
。
会
津
側
は
危
機
を
感
じ
、
米
沢
と
の
境
檜
原
の
防
衛
を
強
固
に
し
た
。
当
時
政
宗
は
多
く
の
敵
を
相
手
に
し
て
い
た
ら
し
い
。「
そ
も
そ
も
天
正
年
中
に
は
、
奥
羽
こ
と
ご
と
く
乱
れ
、
米
沢
に
て
も
政
宗
諸
方
の
敵
に
攻
め
ら
れ
」（
巻
十
一
・
長
井
・
泉
田
、
大
崎
の
為
に
人
質
に
取
ら
れ
る
事
）
と
あ
る
。
５
巻
十
三
・
鮎
貝
落
城
、
政
宗
、
大
崎
発
向
ノ
事
天
正
十
五
年
政
宗
は
鮎
貝
藤
太
郎
が
従
わ
な
い
の
で
こ
れ
を
攻
め
た
。
鮎
貝
は
館
に
火
を
か
け
て
、
白
昼
手
勢
と
と
も
に
中
山
を
越
え
、
上
野
山
を
通
っ
て
最
上
義
光
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。
こ
れ
で
政
宗
と
義
光
は
ま
す
ま
す
不
仲
と
な
っ
た
。
そ
の
後
政
宗
は
陸
前
の
大
崎
氏
を
攻
略
す
る
た
め
に
発
向
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
義
光
は
笹
谷
の
宿
で
政
宗
軍
を
待
ち
受
け
た
が
、
政
宗
は
こ
れ
を
は
ず
し
て
進
軍
し
た
。
政
宗
に
敵
対
す
る
一
ツ
栗
兵
部
は
政
宗
に
狂
歌
を
送
っ
た
。
政
宗
ヲ
木
葉
猿
カ
ト
オ
モ
ヒ
シ
ニ
一
ツ
栗
ヲ
ハ
落
サ
ヽ
リ
ケ
リ
政
宗
も
返
し
た
。
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ヨ
ソ
ニ
ノ
ミ
ミ
レ
ハ
木
ノ
間
ノ
一
ツ
栗
終
ニ
ハ
猿
ノ

食
成
ヘ
シ
一
ツ
栗
は
大
崎
氏
に
も
離
反
し
た
こ
と
が
あ
り
、
鳴
子
を
越
え
て
山
形
に
や
っ
て
来
て
、
義
光
に
属
し
た
。
政
宗
は
今
回
も
大
崎
氏
を
攻
め
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
鮎
貝
氏
は
『
長
井
市
史
』
第
一
巻
に
よ
る
と
、
藤
原
北
家
流
と
い
う
。
ま
た
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
に
は
武
家
の
狂
歌
の
こ
と
が
よ
く
見
え
る
。
合
戦
の
間
の
息
抜
き
、
冗
談
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
時
期
の
狂
歌
の
流
行
が
知
ら
れ
る
。
一
方
政
宗
は
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
越
後
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
塩
沢
の
人
鈴
木
牧
之
は
、
そ
の
『
北
越
雪
譜
』（
十
九
世
紀
前
半
に
出
版
）
の
中
で
、
伊
達
政
宗
は
高
名
な
歌
仙
で
あ
る
と
し
、
そ
の
雪
の
歌
を
二
首
あ
げ
て
い
る
（
二
編
・
巻
二
・
芭
蕉
翁
が
遺
墨
）。
ま
た
小
和
田
哲
男
氏
の
『
戦
国
大
名
と
読
書
』（
柏
書
房
、
平
成
二
十
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
戦
国
大
名
の
教
養
と
し
て
、
武
芸
・
漢
籍
・
和
歌
・
連
歌
・
狂
歌
・
茶
道
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
に
も
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
は
政
宗
に
対
し
て
は
称
賛
的
で
、「
政
宗
事
、
世
ニ
ハ
鬼
神
ノ
ヤ
ウ
ニ
沙
汰
シ
候
ヘ
共
、
其
仁
心
モ
ア
ル
弓
取
也
」（
巻
二
十
・
箭
田
野
義
正
、
政
宗
に
降
る
事
）
と
褒
め
て
い
る
。
６
巻
二
十
一
・
蒲
生
・
伊
達
、
攻
二
大
崎
一
揆
一
事
奥
羽
各
地
で
一
揆
が
起
こ
り
、
政
宗
も
（
政
宗
は
蘆
名
氏
を
滅
ぼ
し
た
後
、
会
津
を
領
し
た
）
蒲
生
氏
郷
と
と
も
に
大
崎
一
揆
の
鎮
圧
に
当
た
っ
た
。
政
宗
の
陣
に
氏
郷
が
や
っ
て
来
た
。
政
宗
は
風
流
人
で
数
寄
屋
を
造
り
、
濃
茶
で
氏
郷
を
丁
重
に
も
て
な
し
た
。
し
か
し
氏
郷
は
内
心
政
宗
に
討
た
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
。
一
揆
の
鎮
圧
で
も
両
者
は
噛
み
合
わ
な
か
っ
た
。
７
巻
三
十
一
・
最
上
畑
屋
、
落
城
事
会
津
の
上
杉
景
勝
（
慶
長
三
年
移
封
と
な
り
、
会
津
に
入
部
し
た
）
と
山
形
の
最
上
義
光
は
最
初
協
調
関
係
に
あ
っ
た
が
、
米
沢
を
め
ぐ
っ
て
両
者
は
対
立
し
た
。
景
勝
は
山
形
攻
略
を
思
い
立
ち
、
家
臣
の
直
江
兼
続
等
を
動
員
し
た
。
会
津
勢
は
長
井
で
軍
勢
を
揃
え
、
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沢
口
に
あ
っ
た
最
上
方
の
畑
屋
城
を
攻
め
て
落
城
さ
せ
た
。
さ
け
の
ぶ
８
巻
三
十
一
・
長
谷
堂
合
戦
、
付
鮭
登
働
事
前
項
に
続
い
て
上
杉
方
は
最
上
方
を
攻
め
て
、
長
谷
堂
の
城
に
進
軍
し
て
山
形
に
迫
っ
た
。
結
局
上
杉
方
は
攻
め
落
と
せ
ず
、
米
沢
に
退
却
し
た
。
最
上
方
の
武
将
鮭
登
越
前
守
茂
綱
父
子
（『
平
家
物
語
』
で
有
名
な
佐
々
木
四
郎
高
綱
の
子
孫
と
い
う
）
の
活
躍
が
目
立
ち
、
上
杉
方
も
感
心
し
て
直
江
兼
続
を
通
し
て
褒
美
を
与
え
た
。
こ
の
戦
い
の
叙
述
で
は
、
山
形
の
庶
民
の
動
向
が
印
象
的
で
あ
る
。
山
形
ノ
町
人
等
ハ
、
会
津
勢
モ
ハ
ヤ
上
ノ
山
・
長
谷
堂
ヲ
攻
メ
破
リ
、
山
形
ニ
乱
入
ス
ト
イ
フ
モ
ア
レ
ハ
、
イ
ヤ
ト
ヨ
明
々
日
押
寄
ル
ナ
ト
、
取
々
ニ
イ
フ
程
コ
ソ
ア
レ
、
手
ニ
々
々
財
宝
ヲ
持
運
ヒ
、
売
物
ヲ
カ
ツ
キ
ツ
レ
テ
、
或
ハ
東
根
ノ
幽
谷
、
山
寺
ノ
深
山
ニ
忍
フ
モ
ア
リ
。
或
ハ
老
人
ノ
手
ヲ
引
、
腰
ヲ
押
、
女
童
ヲ
肩
ニ
掛
ケ
、
引
列
〳
〵
山
々
ノ
奥
ヲ
求
メ
テ
逃
行
ハ
、
軍
兵
ト
モ
弥
惘
レ
果
タ
ル
風
情
也
。
９
巻
三
十
二
・
上
ノ
山
合
戦
、
会
津
勢
敗
軍
の
事
、
長
谷
堂
口
会
津
勢
敗
軍
の
事
前
項
に
引
き
続
い
て
、
上
杉
勢
は
最
上
勢
に
敗
れ
、
直
江
兼
続
は
長
井
に
帰
陣
し
た
。
義
光
は
「
直
江
は
古
今
無
双
の
兵
な
り
」
と
感
心
し
た
。
こ
れ
ら
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
山
形
版
で
、
上
杉
と
徳
川
は
対
立
し
、
最
上
の
後
ろ
に
は
徳
川
方
が
い
た
。
１０
巻
三
十
六
・
上
杉
景
勝
訴
訟
事
景
勝
は
関
ヶ
原
の
戦
い
で
石
田
三
成
に
味
方
し
た
た
め
、
敗
軍
側
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
は
い
か
ん
と
も
し
難
く
、
直
江
兼
続
に
命
じ
て
、
秀
康
（
秀
忠
の
兄
）
の
口
添
え
を
得
て
、
徳
川
家
康
に
恭
順
を
願
い
出
た
。
家
康
が
会
津
領
を
召
上
げ
た
た
め
、
景
勝
は
米
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沢
に
移
っ
た
。
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
の
著
者
は
、
勝
れ
た
武
将
に
は
好
意
的
で
、
政
宗
も
直
続
も
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
。
景
勝
に
対
し
て
は
多
少
評
価
が
劣
る
よ
う
で
あ
る
。
巻
三
十
八
に
は
不
思
議
な
話
を
載
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
景
勝
は
武
田
信
玄
の
娘
菊
の
前
を
正
妻
と
し
て
い
た
が
、
も
と
も
と
女
嫌
い
で
美
少
年
好
み
で
あ
っ
た
た
め
、
兼
続
が
京
都
で
遊
女
を
買
い
上
げ
て
男
に
仕
立
て
、
景
勝
に
近
づ
か
せ
て
男
子
を
産
ま
せ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
巷
間
の
噂
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
近
世
の
諸
国
話
か
ら
地
方
の
出
来
事
は
諸
国
の
話
と
し
て
近
世
文
学
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
諸
国
話
は
古
く
『
日
本
霊
異
記
』
あ
た
り
に
淵
源
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
無
住
の
『
沙
石
集
』
に
も
そ
う
し
た
面
が
あ
る
。
他
国
の
人
の
目
か
ら
見
た
出
羽
と
し
て
、
ま
ず
戦
国
時
代
に
成
立
し
た
と
い
う
『
人
国
記
』
出
羽
国
を
見
て
み
よ
う
。
出
羽
の
国
の
風
俗
は
、
奥
州
に
大
体
替
ら
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
奥
州
の
風
儀
よ
り
は
律
儀
な
る
所
あ
り
て
、
智
も
亦
上
な
り
。
武
士
は
我
が
主
・
親
へ
忠
孝
の
志
あ
り
。
下
を
使
ふ
の
法
を
沙
汰
し
、
下
臈
は
上
を
う
や
ま
ふ
心
あ
り
。
百
姓
は
地
頭
を
頼
む
心
入
れ
あ
り
て
、
他
の
村
郷
の
者
、
我
が
地
頭
を
誹
る
を
聞
き
て
は
、
則
ち
勝
負
を
付
く
る
の
類
に
て
、
寔
に
頼
も
し
く
、
し
を
ら
し
く
こ
れ
有
る
と
こ
ろ
多
く
あ
る
な
り
。
蓋
し
此
の
国
の
者
、
都
て
吾
が
国
は
遠
国
・
偏
土
に
し
て
、
か
た
く
へ
な
き
国
風
な
る
故
、
恥
づ
か
し
き
な
ど
と
云
ふ
風
俗
な
り
。
こ
れ
に
因
つ
て
奥
・
出
両
国
の
者
は
、
四
民
と
も
に
礼
厚
き
な
り
（
８
）
。
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出
羽
の
人
達
は
陸
奥
よ
り
は
律
儀
で
知
恵
が
あ
り
、
主
人
思
い
で
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
田
舎
風
を
恥
じ
て
、
か
え
っ
て
礼
儀
正
し
い
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
佐
藤
成
裕
（
中
陵
と
号
す
）
の
『
中
陵
漫
録
』
巻
六
・
奥
州
の
人
風
（
序
文
・
文
政
九
年＝
一
八
二
六
年
）
で
も
、
余
、
奥
州
に
遊
行
し
て
見
る
に
、
人
風
、
古
と
異
る
事
な
か
る
べ
し
。
羽
州
米
沢
の
ご
と
き
は
、
人
国
記
に
記
す
如
し
（
９
）
。
と
賛
意
を
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
関
西
人
の
橘
南
谿
は
出
羽
に
手
厳
し
い
。『
東
遊
記
』（
序
文
・
寛
政
七
年＝
一
七
九
五
年
）
の
補
遺
・
文
書
拭
レ
穢
に
、
日
本
の
国
に
て
も
西
の
方
は
文
華
也
、
東
の
方
は
野
鄙
也
。
殊
に
東
北
の
国
々
は
文
筆
一
向
に
行
は
れ
ず
誠
に
無
仏
世
界
と
も
い
ふ
べ
し
。
出
羽
に
遊
び
し
頃
、
彼
地
の
風
俗
を
見
る
に
、
物
書
き
し
手
帋
の
反
古
、
或
は
帳
面
の
古
き
抔
に
人
皆
鼻
を
か
み
厠
に
用
ひ
て
糞
を
拭
ふ
。
甚
し
き
は
四
書
五
経
其
外
の
書
籍
の
古
き
に
て
肛
門
を
拭
ふ
に
至
る
。
誠
に
見
る
に
し
の
び
ざ
る
事
也
。
身
柄
よ
き
人
ま
で
も
多
く
は
か
く
の
ご
と
し
。
西
国
に
て
は
日
向
な
ど
少
し
是
に
似
た
る
に
や
（
１０
）
。
と
、
出
羽
は
文
化
果
つ
る
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
他
国
の
人
は
そ
の
国
の
す
べ
て
を
見
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
好
感
の
持
て
る
も
の
を
見
聞
す
る
か
、
た
ま
た
ま
嫌
悪
す
べ
き
も
の
を
目
撃
す
る
か
で
印
象
が
違
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
出
羽
で
は
精
神
文
化
よ
り
実
用
的
な
面
が
重
ん
じ
ら
れ
て
か
く
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
な
お
『
東
遊
記
』
は
出
羽
国
で
も
庄
内
地
方
の
記
事
が
多
い
。
さ
て
諸
国
の
話
は
『
日
本
霊
異
記
』
以
来
奇
談
的
な
傾
向
が
あ
る
。
近
世
で
も
地
方
の
奇
談
の
伝
統
は
続
い
た
。
井
原
西
鶴
の
『
日
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本
永
代
蔵
』
巻
二
・
舟
人
馬
方
鐙
屋
の
庭
に
は
、
出
羽
の
坂
田
（
酒
田
）
の
米
問
屋
鐙
屋
に
集
ま
る
諸
国
の
商
人
達
が
描
か
れ
て
お
り
、
賢
い
人
々
に
関
す
る
世
間
咄
が
語
ら
れ
て
、
諸
国
話
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
近
世
の
出
羽
国
に
も
奇
談
・
怪
談
は
多
い
。
以
下
、
こ
れ
も
箇
条
書
き
に
し
て
記
す
。
１
『
曽
呂
利
物
語
』
巻
三
・
二
話
・
離
魂
と
云
ふ
病
ひ
の
事
（
岩
波
文
庫
『
江
戸
怪
談
集
・
中
』）
出
羽
の
国
守
の
家
で
、
あ
る
夜
妻
が
雪
隠
に
行
き
、
し
ば
ら
く
し
て
帰
っ
て
ま
た
寝
た
。
し
ば
ら
く
た
っ
て
ま
た
別
の
女
が
部
屋
に
入
っ
て
来
た
。
国
守
は
不
思
議
に
思
っ
て
見
て
い
た
。
あ
る
者
が
「
一
人
の
女
に
は
不
審
が
あ
る
」
と
い
う
の
で
、
よ
く
調
べ
て
首
を
刎
ね
た
が
、
人
間
で
あ
っ
た
。
も
う
一
人
を
切
っ
た
が
こ
れ
も
変
化
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
人
が
離
魂
と
い
う
病
だ
と
言
っ
た
。
２
鈴
木
正
三
『
因
果
物
語
』（
片
仮
名
本
）
巻
中
・
二
十
三
話
・
幽
霊
来
た
り
て
子
を
産
む
事
（
同
右
）
出
羽
の
山
形
で
、
商
人
が
京
都
に
上
り
、
そ
こ
で
も
う
け
た
女
房
を
捨
て
て
山
形
へ
戻
っ
た
。
そ
こ
へ
京
の
女
房
が
尋
ね
て
き
た
の
で
、
山
形
の
女
房
を
離
婚
し
、
京
の
女
房
と
暮
ら
し
て
子
が
産
ま
れ
た
。
商
人
が
京
都
へ
行
き
、
妻
の
実
家
を
尋
ね
る
と
、
そ
の
父
は
娘
は
三
年
前
に
死
去
し
た
と
告
げ
る
。
商
人
が
山
形
で
親
子
三
人
暮
ら
し
て
い
る
と
言
う
と
、
父
は
喜
ん
で
山
形
に
や
っ
て
来
た
。
し
か
し
女
房
は
父
に
会
お
う
と
し
な
い
。
父
が
無
理
に
そ
の
部
屋
に
入
る
と
、
京
都
で
立
て
た
卒
塔
婆
が
あ
っ
た
。
山
形
の
富
裕
な
商
人
で
、
紅
花
で
も
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
京
の
女
と
故
郷
の
女
の
二
人
妻
の
話
は
、
狂
言
「
墨
塗
」
や
御
伽
草
子
「
さ
い
き
」
等
、
室
町
時
代
の
文
芸
で
お
な
じ
み
で
あ
る
。
死
ん
だ
妻
と
の
交
流
は
、
東
晋
の
怪
談
集
『
捜
神
記
』
な
ど
、
中
国
に
よ
く
見
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
３
同
書
・
巻
下
・
三
話
・
生
き
な
が
ら
牛
と
成
る
僧
の
事
最
上
に
あ
る
浄
土
寺
の
僧
春
也
は
い
つ
も
寝
て
ば
か
り
い
て
、
つ
い
に
牛
と
な
っ
た
。
旦
那
が
や
っ
て
く
る
と
、
牛
が
衣
を
着
て
寝
て
い
る
。
不
思
議
に
思
っ
て
外
で
呼
ぶ
と
、
僧
の
形
で
現
わ
れ
た
。
鳥
居
左
京
亮
の
時
代
で
あ
る
。
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鳥
居
左
京
亮
は
忠
政
か
忠
恒
か
不
明
。
忠
政
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
山
形
に
入
部
、
忠
恒
は
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
死
去
し
た
。
４
同
書
・
巻
下
・
五
話
・
僧
の
魂
、
蛇
と
成
り
物
を
守
る
事
最
上
伝
正
寺
の
蔵
に
は
大
き
な
白
蛇
が
い
た
。
こ
れ
は
寺
の
長
老
で
、
蛇
と
な
っ
て
蔵
の
物
を
守
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
５
同
書
・
巻
下
・
十
四
話
・
破
戒
の
坊
主
、
死
し
て
鯨
と
な
る
事
最
上
川
の
下
流
坂
田
へ
流
れ
込
む
あ
た
り
の
磯
部
に
鯨
が
や
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
坂
田
の
安
隆
寺
と
い
う
一
向
寺
の
坊
主
の
生
ま
れ
変
り
で
、
彼
は
欲
の
深
い
破
戒
僧
で
あ
っ
た
。
破
戒
僧
の
因
果
応
報
譚
で
あ
る
。
こ
の
『
因
果
物
語
』
は
諸
国
話
の
性
格
が
強
い
。
た
と
え
ば
「
生
き
な
が
ら
牛
と
成
る
僧
の
事
」
は
、
ほ
か
に
美
濃
、
常
陸
、
三
河
の
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
６
西
村
市
郎
右
衛
門
『
新
御
伽
婢
子
』
巻
三
・
六
話
・
夜
陰
の
入
道
（
天
和
三
年＝
一
六
八
三
年
刊
）（
岩
波
文
庫
『
江
戸
怪
談
集
・
下
』）
最
上
の
北
寒
河
江
の
庄
谷
地
の
八
幡
宮
に
円
福
寺
と
城
林
坊
が
あ
り
、
こ
の
間
に
堀
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
あ
る
夜
半
、
大
き
な
法
師
の
首
が
三
つ
現
わ
れ
た
。
こ
れ
を
見
た
者
の
う
ち
小
法
師
は
絶
命
し
た
。
近
世
に
お
け
る
羽
前
の
話
は
、
ま
ず
日
本
海
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
坂
田
（
酒
田
）
の
そ
れ
が
知
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
最
上
川
沿
い
に
内
陸
部
に
達
し
た
地
の
話
が
他
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
谷
地
（
河
北
町
）
の
八
幡
宮
は
源
義
家
が
後
三
年
の
役
後
、
戦
勝
の
神
と
し
て
創
建
し
た
と
い
う
由
緒
あ
る
神
社
で
あ
る
。
７
神
谷
養
勇
軒
『
新
著
聞
集
』
巻
六
・
出
羽
霧
山
嵒
中
大
蛇
（
寛
延
二
年＝
一
七
四
九
年
）（
日
本
随
筆
大
成
第
二
期
・
第
五
巻
）
鳥
居
左
京
亮
が
山
形
を
領
し
て
い
た
頃
、
霧
山
に
大
蛇
が
い
て
祭
ら
れ
て
い
た
。
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鳥
居
左
京
亮
に
つ
い
て
は
、
３
の
項
目
に
お
い
て
記
し
た
。
鳥
居
忠
恒
は
三
十
三
歳
で
死
去
し
、
そ
の
相
続
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
生
じ
、
除
封
と
な
っ
た
。
鳥
居
左
京
亮
の
時
代
と
断
る
の
は
、
鳥
居
家
の
不
幸
の
印
象
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
近
世
初
期
の
山
形
に
こ
の
よ
う
な
怪
異
談
が
あ
る
の
は
、
戦
国
時
代
の
不
安
な
世
相
が
ま
だ
続
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
先
の
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
に
も
怪
異
の
話
は
散
見
す
る
。
東
北
地
方
全
域
に
不
穏
な
雰
囲
気
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
８
同
書
・
巻
九
・
蛇
を
殺
し
て
忽
ち
死
す
出
羽
の
国
の
最
上
源
五
郎
は
、
菩
提
寺
竜
門
寺
の
鎮
守
が
竜
で
、
あ
る
時
鎮
守
の
石
垣
の
崩
れ
に
い
た
蛇
を
殺
し
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
死
ん
だ
。
９
根
岸
鎮
衛
『
耳
袋
』
巻
九
・
親
友
の
狐
祟
り
を
去
り
し
工
夫
の
事
（
文
化
十
一
年＝
一
八
一
四
年
）（
東
洋
文
庫
）
米
沢
の
家
士
の
話
。
親
友
が
妻
を
亡
く
し
、
家
を
訪
ね
る
と
、
そ
の
友
に
は
毎
夜
亡
妻
が
現
わ
れ
、
自
分
の
世
話
を
す
る
と
い
う
。
家
士
は
依
然
狐
が
こ
の
親
友
を
だ
ま
す
つ
も
り
だ
と
話
し
て
い
た
の
を
思
い
だ
し
、
狐
の
い
た
ず
ら
と
思
い
、
秘
符
を
用
い
て
退
け
た
。
こ
れ
は
最
上
川
の
源
流
の
あ
る
内
陸
部
の
奥
の
話
で
、
最
上
川
沿
い
に
伝
わ
っ
た
話
で
は
な
く
、
陸
地
伝
い
に
南
下
す
る
ル
ー
ト
で
江
戸
へ
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
期
的
に
遅
い
記
事
で
あ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
１０
宮
負
定
雄
『
奇
談
雑
史
』
巻
九
・
手
之
子
大
明
神
の
事
（
安
政
三
年＝
一
八
五
六
年
）（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
出
羽
国
米
沢
領
の
手
之
子
村
に
夫
婦
が
い
た
。
夫
が
遠
く
へ
奉
公
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
妻
一
人
残
す
の
を
心
配
し
て
、
老
人
に
同
居
を
頼
ん
だ
。
老
人
は
毎
夜
妻
の
陰
部
に
手
の
ひ
ら
を
当
て
て
寝
た
。
そ
の
う
ち
に
妻
は
懐
妊
し
た
。
夫
が
不
審
に
思
う
う
ち
に
、
妻
は
出
産
し
、
六
つ
の
手
を
産
ん
だ
。
人
々
は
こ
れ
を
神
に
祭
り
、
手
之
子
大
明
神
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
村
の
名
も
手
之
子
村
と
な
っ
た
。宮
負
定
雄
は
下
総
の
国
の
人
。
手
ノ
子
は
現
在
西
置
賜
郡
飯
豊
町
に
あ
る
。
米
坂
線
に
手
ノ
子
駅
が
あ
る
。
こ
れ
は
手
ノ
子
と
い
う
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村
名
が
珍
し
く
て
起
こ
っ
た
新
し
い
縁
起
で
あ
ろ
う
。
羽
前
の
奇
談
は
と
う
と
う
幕
末
に
至
っ
て
、
米
沢
領
の
奥
深
い
地
ま
で
対
象
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
『
中
陵
漫
録
』
と
置
賜
さ
ら
に
先
述
の
佐
藤
中
陵
の
『
中
陵
漫
録
』
に
見
え
る
置
賜
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。
佐
藤
中
陵
は
江
戸
の
本
草
家
で
、
薬
種
物
産
を
諸
国
に
求
め
た
。
島
津
家
、
上
杉
家
、
水
戸
徳
川
家
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
も
箇
条
書
き
に
記
す
。
本
草
家
ら
し
く
、
自
然
や
風
俗
の
記
述
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
１
巻
一
・
三
面
山
奇
境
み
お
も
て
羽
州
米
沢
の
北
小
国
に
採
薬
に
行
き
、
三
面
に
至
っ
た
。
桃
源
郷
の
よ
う
な
所
で
あ
っ
た
。
か
た
び
ら
は
ん
て
ん
余
六
月
至
る
に
、
男
子
は
麻
布
の
短
衣
を
着
し
、
女
子
は
白
布
の
脚
布
に
紺
の
短
衣
に
て
、
其
髪
は
唐
画
の
婦
人
の
頭
の
ご
と
し
。
世
に
見
ざ
る
珍
し
き
髪
な
り
。
と
記
し
、
そ
こ
は
山
深
い
秘
境
の
地
で
、
風
俗
も
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
中
陵
は
こ
の
採
取
旅
行
が
印
象
的
で
あ
っ
た
ら
し
く
、『
中
陵
漫
録
』
の
巻
一
の
冒
頭
に
あ
げ
て
、
分
量
も
多
く
載
せ
て
い
る
。
２
巻
一
・
田
舎
の
節
事
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諸
国
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
余
諸
国
に
立
て
見
る
に
、
元
旦
の
礼
大
抵
相
同
じ
。
羽
州
米
沢
に
て
は
、
正
月
十
四
日
十
五
日
の
暮
方
よ
り
夜
半
ま
で
、
市
家
の
児
童
五
六
輩
群
集
し
て
、
家
々
を
徘
徊
し
て
餅
を
乞
て
戯
る
。
是
を
さ
せ
ご
と
云
。
ま
た
極
窮
な
る
も
の
は
、
大
人
小
児
と
も
に
、
蓑
笠
を
着
し
て
家
々
に
行
く
。
此
者
来
る
と
皆
水
を
掛
る
。
其
水
を
畏
て
、
竿
の
端
に
小
な
る
籠
を
付
て
、
其
中
に
餅
を
乞
て
徘
徊
す
。
田
舎
最
多
し
。
是
を
こ
ろ
〳
〵
と
云
。
又
か
せ
鳥
と
も
云
。
鳥
の
ま
ね
な
り
と
も
云
。
又
同
十
四
日
の
朝
は
、
第
一
策
を
田
中
に
植
立
て
、
同
十
五
日
の
早
旦
に
、
自
分
の
田
中
を
徘
徊
し
て
鳥
を
逐
ふ
ま
ね
を
為
す
。
是
を
鳥
逐
と
云
。
又
城
下
の
市
中
に
て
は
、
十
五
日
の
早
朝
に
新
町
と
云
処
に
於
て
、
大
縄
を
上
下
へ
と
大
勢
に
て
引
合
、
是
を
縄
引
と
云
。
又
荻
村
に
て
は
、
娶
む
こ
て
始
て
の
正
月
十
五
日
に
は
、
村
中
の
人
、
手
桶
に
水
を
持
来
て
女
婿
に
灌
ぎ
、
又
賞
伴
と
て
、
両
人
赤
体
に
な
り
て
、
共
に
其
水
を
灌
る
。
是
れ
は
女
婿
に
多
く
灌
る
を
厭
て
出
て
助
る
な
り
。
又
七
月
七
日
に
は
童
子
河
水
を
沐
す
る
事
、
此
日
七
度
入
る
。
何
の
由
来
あ
る
事
を
未
だ
し
ら
ず
。
と
記
し
、
以
下
長
崎
な
ど
の
例
を
示
し
て
い
る
。
正
月
元
旦
の
行
事
は
諸
国
ほ
ぼ
似
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
央
の
や
り
方
の
影
響
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
正
月
十
四
五
日
の
小
正
月
の
行
事
が
諸
国
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。「
さ
せ
ご
」
は
柳
田
国
男
編
の
『
歳
時
習
俗
語
彙
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
十
四
年
）
で
は
、
耕
馬
の
鼻
を
取
る
子
、
即
ち
サ
セ
ト
リ
の
こ
と
か
と
す
る
（『
改
訂
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』〈
平
凡
社
、
昭
和
三
十
年
〜
三
十
一
年
〉
も
同
様
の
説
明
で
あ
る
）。
貧
し
い
人
々
が
蓑
笠
を
着
て
異
界
の
者
と
な
り
、
鳥
の
真
似
を
し
て
餅
や
銭
を
も
ら
う
習
慣
は
全
国
的
に
あ
っ
た
。
柳
田
國
男
監
修
の
『
民
俗
学
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）
に
は
、「
小
正
月
の
訪
問
者
」
の
項
目
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、
カ
セ
ド
リ
は
鷄
の
鳴
き
声
の
真
似
と
い
う
。
水
を
か
け
る
の
は
、
正
月
の
禊
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
で
は
十
一
月
一
日
の
万
聖
節
に
、
シ
ュ
ト
リ
ー
ツ
ェ
ル
と
い
う
長
い
パ
ン
を
焼
き
、
子
供
が
地
域
の
貧
し
い
人
々
に
配
る
行
事
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
代
母
・
代
父
も
堅
信
礼
の
少
年
・
少
女
に
パ
ン
を
贈
る
と
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い
う
（
１１
）
。
「
鳥
追
」
も
『
民
俗
学
辞
典
』
に
小
正
月
の
行
事
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
農
作
物
に
対
す
る
鳥
の
害
の
な
い
こ
と
を
望
む
予
祝
の
行
と
し
う
ら
事
で
あ
る
。「
縄
引
」
は
『
民
俗
学
辞
典
』
で
は
「
綱
引
」
の
項
目
で
見
え
る
。
年
占
す
な
わ
ち
そ
の
年
の
豊
凶
を
占
う
行
事
で
、
小
正
月
に
多
い
と
す
る
。
荻
村
（
現
在
は
南
陽
市
内
）
の
新
婚
夫
婦
に
対
す
る
正
月
の
祝
福
も
ほ
か
の
地
に
例
が
あ
る
。
水
を
浴
び
せ
る
の
は
、
こ
れ
も
禊
の
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
子
供
が
七
夕
に
川
で
水
浴
び
を
す
る
の
も
、
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
菅
江
真
澄
の
紀
行
文
に
置
賜
地
方
は
見
え
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
記
事
は
そ
れ
を
補
う
意
味
で
貴
重
な
民
俗
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
３
巻
一
・
町
田
の
霊
羽
州
米
沢
の
町
田
弥
五
郎
は
、
常
に
阿
弥
陀
仏
を
信
仰
し
、
毎
日
善
勝
寺
に
通
っ
て
い
た
。
老
病
に
か
か
っ
て
床
に
伏
し
て
も
や
っ
て
来
て
、
死
ん
だ
日
に
も
来
て
い
た
。
住
持
は
霊
が
寺
に
や
っ
て
来
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
も
米
沢
の
奇
談
で
、
中
陵
は
現
地
で
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
怪
談
的
な
も
の
に
は
話
の
型
が
あ
る
。
善
勝
寺
は
市
内
の
大
町
三
丁
目
に
あ
る
。
４
巻
三
・
異
雞
の
談
禁
忌
の
食
物
の
話
で
あ
る
。
羽
州
米
沢
某
村
に
産
る
人
は
、
皆
雉
子
を
食
す
る
事
を
得
ず
。
若
し
誤
て
食
す
れ
ば
忽
に
腹
痛
す
と
云
。
薩
州
桜
島
の
人
も
兎
を
食
す
れ
ば
忽
に
腹
痛
す
。
諸
国
の
食
し
て
は
い
け
な
い
食
物
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
体
に
害
が
あ
る
た
め
と
い
う
。
雉
は
昔
よ
く
食
し
た
食
べ
物
の
一
種
で
あ
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る
が
、
こ
の
村
で
禁
忌
と
な
っ
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
動
物
崇
拝
と
相
ま
っ
て
、
神
職
な
ど
が
言
い
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
５
巻
三
・
天
童
山
著
者
は
最
上
の
天
童
山
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
羽
州
最
上
の
天
童
山
は
、
危
巌
四
方
に
環
列
し
て
、
そ
の
間
に
古
樹
蒼
生
す
。
真
に
深
山
大
沢
の
趣
有
り
。
と
書
き
出
し
て
い
る
。
６
巻
四
・
荷
杖
夏
に
氷
を
売
る
話
で
あ
る
。
羽
州
米
沢
に
て
毎
年
六
月
の
朔
に
は
、
田
舎
よ
り
氷
を
薦
に
包
み
負
て
数
人
来
て
鬻
ぐ
。
此
日
よ
り
日
々
来
て
売
る
。
手
に
二
尺
許
の
杖
を
持
、
休
む
時
は
其
杖
を
其
荷
に
立
て
腰
を
休
む
。
山
陰
に
氷
室
を
作
り
、
冬
に
氷
を
作
っ
て
、
夏
に
米
沢
で
売
り
歩
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
猛
暑
の
盆
地
な
の
で
、
調
法
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
氷
の
荷
が
重
く
、
杖
を
用
い
て
立
ち
な
が
ら
休
息
し
て
い
る
さ
ま
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
夏
の
風
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
中
陵
は
親
し
く
見
た
わ
け
で
は
な
い
と
断
っ
て
い
る
。
７
巻
四
・
食
虫
次
は
米
沢
地
方
で
イ
ナ
ゴ
を
食
す
る
話
で
あ
る
。
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虫
を
食
物
と
す
る
事
な
し
。
し
か
る
に
、
米
沢
に
て
は
イ
ナ
ゴ
を
喰
ふ
。
秋
に
至
れ
ば
、
イ
ナ
ゴ
を
生
に
て
売
来
る
。
…
此
国
の
人
と
し
て
食
せ
ざ
る
者
な
し
。
又
一
村
あ
り
。
水
溝
の
中
に
黒
き
甲
虫
を
生
ず
。
此
村
中
の
人
網
し
て
捕
、
一
串
に
十
頭
を
貫
き
、
火
に
炙
り
て
往
来
の
人
に
売
る
。
小
児
の
輩
は
皆
好
で
食
ふ
。
又
希
に
蛇
、
蛙
を
食
ふ
人
あ
れ
ど
も
、
常
に
食
す
る
事
な
し
。
こ
の
国
の
人
は
皆
イ
ナ
ゴ
を
食
べ
る
と
あ
る
通
り
、
今
で
も
山
形
県
内
で
は
イ
ナ
ゴ
を
食
す
る
。
さ
ら
に
蛇
や
蛙
を
食
す
る
話
が
あ
る
が
、
江
戸
の
人
か
ら
は
奇
異
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
８
巻
五
・
檞
葉
食
物
を
何
で
包
む
か
の
説
明
で
あ
る
。
ヤ
ツ
デ
食
物
を
包
に
は
竹
荀
の
皮
を
用
ゆ
。
肥
前
の
魚
店
に
て
は
八
角
金
盤
の
葉
を
用
ゆ
。
羽
州
米
沢
の
魚
店
に
て
は
、
朴
の
木
の
葉
を
用
ゆ
。
と
あ
る
。
９
巻
八
・
吾
妻
山
紀
行
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
四
月
十
一
日
、
中
陵
は
置
賜
郡
へ
の
旅
に
出
か
け
た
。
北
行
し
て
窪
田
、
糠
目
、
赤
湯
に
達
し
た
。
こ
こ
に
は
四
か
所
の
湯
が
あ
っ
た
。
大
湯
・
丹
波
・
尼
湯
・
森
湯
で
あ
っ
た
。
中
山
に
出
て
宿
を
取
り
、
小
滝
、
鮎
貝
、
小
出
等
に
行
き
、
米
沢
に
帰
っ
た
。
五
月
十
一
日
、
今
度
は
南
行
し
、
大
沢
、
板
屋
、
五
色
湯
、
姥
湯
、
滑
川
、
高
湯
な
ど
を
ま
わ
っ
た
。
二
十
六
日
に
は
吾
妻
山
の
絶
頂
に
登
っ
た
。
高
湯
は
隣
国
に
聞
こ
え
た
温
泉
で
、
四
方
か
ら
来
客
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
中
陵
は
こ
れ
に
引
き
続
い
て
、「
高
湯
記
」
を
漢
文
で
記
し
て
い
る
。
こ
の
山
は
衆
山
に
秀
で
、
羽
州
の
名
山
で
あ
る
。
村
の
名
は
白
部
と
い
う
な
ど
と
記
し
、
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た
い
そ
う
気
に
入
っ
た
様
子
で
あ
る
。
１０
巻
十
一
・
荻
村
の
婚
姻
１
に
見
え
る
萩
村
の
習
俗
で
あ
る
。
中
陵
は
こ
こ
で
よ
く
採
薬
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
婚
姻
の
し
き
た
り
は
僻
地
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
述
べ
て
、
羽
州
米
沢
の
荻
村
に
て
は
、
媒
す
る
も
の
、
女
の
方
に
行
て
其
女
を
請
受
て
、
先
媒
者
の
傍
に
臥
し
む
る
事
三
夜
に
し
て
、
餅
を
円
く
作
り
て
百
八
、
媒
者
、
付
負
て
女
を
連
行
き
、
其
礼
を
調
ふ
。
七
日
に
し
て
蒸
飯
を
添
て
、
父
母
の
安
を
問
に
帰
ら
し
む
。
此
等
の
送
迎
は
村
中
の
少
年
五
六
人
に
て
往
還
す
。
其
婚
姻
の
夜
も
、
少
年
を
遣
て
女
の
道
具
を
負
来
し
む
。
其
時
に
負
来
て
土
足
に
て
上
に
あ
が
り
出
ん
と
す
。
是
を
其
荷
縄
と
共
に
忽
に
取
ら
ん
と
相
争
て
、
其
荷
縄
を
取
ら
ん
と
す
。
取
を
手
柄
と
し
、
取
れ
ざ
る
を
手
柄
と
す
。
何
れ
に
し
て
も
、
酒
肴
を
進
て
大
に
酔
し
む
。
こ
れ
は
村
人
同
士
の
婚
姻
な
の
で
あ
ろ
う
。
婚
姻
は
村
に
と
っ
て
重
要
な
儀
式
で
、
種
々
の
し
き
た
り
が
生
じ
、
各
村
で
特
色
あ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
１１
巻
十
一
・
敷
島
の
蛍
火
中
陵
が
米
沢
で
諸
子
と
一
緒
に
一
谿
に
至
り
、
蛍
火
を
見
物
し
た
記
事
で
あ
る
。
数
万
の
群
光
が
あ
り
、「
余
、
五
十
六
国
を
周
遊
し
て
、
始
て
蛍
火
の
多
き
処
を
見
る
」
と
感
激
し
て
い
る
。「
敷
島
」
は
種
々
地
名
辞
典
を
参
照
し
た
が
、
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
。
１２
巻
十
一
・
土
風
「
土
風
」
は
そ
の
土
地
の
風
俗
・
習
慣
で
、
こ
こ
で
は
各
地
で
詠
ま
れ
た
和
歌
を
言
っ
て
い
る
。
奥
州
や
江
州
、
筑
紫
等
の
例
を
示
し
た
後
、
羽
州
米
沢
で
二
百
年
前
に
流
行
し
た
と
い
う
歌
を
あ
げ
て
い
る
。
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地
こ
ぶ
て
つ
ぺ
ん
に
星
の
お
や
ぢ
が
に
よ
つ
と
出
て
火
事
の
卵
を
ふ
み
つ
ぶ
し
け
り
謎
歌
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
中
陵
の
解
に
よ
る
と
、「
地
こ
ぶ
」
は
高
山
、「
て
つ
ぺ
ん
」
は
峯
、「
星
の
お
や
ぢ
」
は
月
、「
火
事
の
卵
」
は
提
燈
の
こ
と
と
い
う
。
中
陵
が
い
か
に
多
方
面
に
わ
た
っ
て
地
方
の
自
然
・
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
１３
巻
十
一
・
百
子
沢
の
地
陥
米
沢
の
北
郊
に
百
子
沢
と
い
う
所
が
あ
り
、
小
池
が
あ
っ
て
、
池
の
ほ
と
り
に
墓
碑
が
あ
り
、
倒
れ
て
池
中
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
。
土
人
が
言
う
に
は
、
昔
長
者
に
仕
え
て
い
た
髪
の
長
い
下
婢
が
お
り
、
過
ち
を
犯
し
た
た
め
、
主
人
が
打
ち
殺
そ
う
と
す
る
と
、
女
は
池
中
に
飛
び
込
ん
で
、
主
人
家
族
を
失
せ
さ
せ
て
、
あ
た
り
を
池
に
し
よ
う
と
誓
っ
た
。
そ
の
後
そ
の
家
族
は
途
絶
え
、
あ
た
り
は
さ
ら
な
る
池
と
な
っ
た
。
墓
碑
は
そ
の
家
族
の
先
祖
の
も
の
で
あ
る
。
中
陵
は
地
勢
を
観
察
し
て
、
こ
の
池
は
陥
没
し
て
皆
池
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
百
子
沢
と
い
う
名
が
伝
説
に
合
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
明
年
四
月
さ
ら
に
陥
没
が
進
み
、
農
家
も
追
々
移
転
を
始
め
た
。
越
後
に
近
い
所
で
、
そ
こ
か
ら
も
見
物
に
来
た
と
記
し
て
い
る
。
以
下
、
日
本
各
地
の
地
面
陥
没
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
１４
巻
十
二
・
石
敢
当
米
沢
領
内
の
石
地
蔵
に
つ
い
て
の
苦
言
で
あ
る
。
羽
州
米
沢
の
領
内
に
は
、
諸
道
の
街
に
石
地
蔵
を
置
く
。
其
像
の
首
皆
、
折
て
な
し
。
首
あ
る
は
尤
希
な
り
。
仙
台
の
北
郷
に
は
餓
死
供
養
と
云
石
を
立
て
祭
る
。
他
州
の
人
に
対
し
て
甚
だ
恥
べ
き
こ
と
な
り
。
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米
沢
領
内
の
石
地
蔵
の
首
が
な
ぜ
と
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
造
り
方
に
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
雪
の
せ
き
か
ん
と
う
害
で
あ
ろ
う
か
。
中
陵
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
な
お
「
石
敢
当
」
は
『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
や
九
州
南
部
に
見
ら
れ
る
、
道
路
の
つ
き
あ
た
り
な
ど
に
「
石
敢
当
」
の
三
文
字
を
刻
し
た
石
碑
で
、
こ
の
あ
と
の
文
章
に
そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
１５
巻
十
二
・
毒
川
の
弁
六
玉
川
の
一
つ
高
野
山
の
玉
川
は
、
毒
が
あ
っ
て
人
が
飲
む
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
を
こ
り
此
川
に
似
た
る
毒
川
、
諸
方
に
あ
る
者
な
り
。
羽
州
米
沢
下
永
井
小
松
と
云
処
の
、
若
松
観
音
の
水
常
に
出
る
。
汲
で
飲
む
時
は
瘧
を
病
む
。
と
あ
る
。
長
崎
の
例
も
出
し
て
お
り
、
中
陵
の
博
識
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
瘧
は
し
か
し
マ
ラ
リ
ヤ
を
指
す
。
マ
ラ
リ
ヤ
と
似
た
症
状
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
１６
巻
十
三
・
桃
源
羽
黒
山
で
は
六
月
に
桃
花
が
深
谷
に
咲
く
こ
と
を
述
べ
る
。
１７
巻
十
四
・
踏
歌
踊
り
歌
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
踏
歌
は
古
代
中
国
か
ら
日
本
に
入
っ
た
集
団
舞
踊
で
、『
源
氏
物
語
』
初
音
の
巻
等
で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
民
謡
の
踊
り
歌
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
予
が
四
方
に
周
游
し
て
、
其
郷
中
の
游
戯
を
見
る
に
、
相
同
し
て
頗
る
異
る
事
多
し
。
其
土
歌
の
詞
も
独
吟
じ
て
楽
し
む
べ
き
者
な
し
。
し
か
れ
ど
も
、
越
後
の
甚
九
踊
の
如
き
盛
な
る
は
な
し
。
此
歌
元
来
、
長
州
赤
間
関
の
京
屋
の
娘
よ
り
大
に
盛
に
成
た
り
。
流
行
し
て
羽
州
の
米
沢
に
入
る
。
此
歌
を
唱
へ
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る
者
な
し
。
八
十
余
歳
の
老
翁
も
厠
に
入
り
て
踊
り
歌
ふ
。
如
レ
此
盛
な
る
に
至
て
、
官
府
よ
り
令
下
て
大
に
禁
ず
と
云
。
今
に
盛
な
る
は
越
後
の
如
き
は
な
し
。
男
女
老
弱
相
聚
て
足
を
踏
て
唱
ひ
、
手
を
打
て
其
節
を
正
し
声
を
助
く
。
中
陵
は
民
謡
の
歌
詞
は
独
り
吟
ず
る
に
耐
え
ず
と
し
な
が
ら
も
、
甚
九
節
に
つ
い
て
、
そ
の
盛
ん
な
る
さ
ま
を
伝
え
る
。
越
後
よ
り
米
沢
に
入
っ
た
と
い
う
が
、
米
沢
領
は
隣
国
の
越
後
か
ら
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
甚
九
節
が
手
拍
子
を
用
い
、
足
を
踏
ん
で
歌
う
た
め
、
踏
歌
と
し
て
い
る
ら
し
い
。「
此
風
盛
都
に
は
人
々
好
む
者
な
し
」
と
あ
り
、
地
方
の
み
の
流
行
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
日
本
民
謡
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
四
十
七
年
）
で
は
、「
甚
句
（
甚
九
）」
は
越
後
の
石
地
浦
の
甚
九
な
る
者
が
大
坂
で
金
持
ち
と
な
り
、
遊
女
を
身
請
け
し
た
際
の
二
人
の
や
り
と
り
を
歌
謡
に
し
た
。
こ
れ
が
越
後
甚
句
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。
ま
た
「
兵
庫
口
説
」
の
中
に
「
長
崎
え
び
や
甚
九
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
長
崎
の
商
人
海
老
屋
甚
九
郎
が
大
坂
で
金
持
ち
と
な
っ
て
新
町
の
遊
女
と
契
っ
た
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
と
い
う
、
等
々
の
説
明
が
あ
る
。
中
陵
の
歌
謡
に
関
す
る
記
事
も
、
民
俗
学
的
な
関
心
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
長
州
の
話
も
甚
句
伝
説
の
一
種
を
な
し
て
い
る
。
１８
巻
十
四
・
猫
話
猫
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
…
羽
州
米
沢
よ
り
小
国
と
云
所
に
行
く
。
皆
山
路
に
し
て
三
里
の
間
に
只
茶
店
一
軒
あ
り
。
直
に
左
右
前
後
人
倫
な
し
。
此
茶
店
に
猫
あ
り
。
春
に
至
て
毎
日
山
林
に
入
て
帰
る
。
又
数
日
に
し
て
帰
る
事
あ
り
。
已
に
児
を
孕
す
。
…
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中
陵
の
猫
に
対
す
る
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
調
査
旅
行
３
例
（
１
・
５
・
９
）、
自
然
観
察
４
例
（
１１
・
１３
・
１５
・
１６
）、
民
間
の
行
事
・
習
俗
３
例
（
１
・
２
・
４
）、
風
俗
９
例
（
１
・
６
・
７
・
８
・
１０
・
１２
・
１４
・
１７
・
１８
）・
奇
談
２
例
（
３
・
１３
）
と
な
る
。
置
賜
地
方
の
習
俗
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
中
陵
の
民
間
に
対
す
る
好
意
的
な
ま
な
ざ
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
科
学
的
な
視
点
も
興
味
深
い
。
中
陵
は
他
国
の
場
合
と
同
様
、
好
感
を
持
っ
て
こ
の
地
域
に
接
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
山
地
の
景
色
の
す
ば
ら
し
さ
に
も
感
動
し
た
ら
し
い
。
諸
国
と
の
比
較
の
上
に
羽
州
置
賜
を
観
察
す
る
の
が
中
陵
ら
し
い
立
場
で
あ
る
。
ほ
か
に
羽
前
や
置
賜
を
記
し
た
も
の
に
、
先
の
清
河
八
郎
の
『
西
遊
草
』、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
『
日
本
奥
地
紀
行
』
な
ど
が
あ
る
。六
結
び
置
賜
郡
は
し
か
し
中
陵
が
記
し
た
よ
う
な
、
美
し
い
自
然
や
穏
や
か
な
世
情
ば
か
り
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
明
田
鉄
雄
氏
の
『
近
世
事
件
史
年
表
』（
雄
山
閣
、
平
成
五
年
）
に
は
、
米
沢
領
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
一
揆
は
十
一
回
、
大
火
は
四
回
、
暴
風
雨
・
洪
水
が
一
回
記
さ
れ
る
。
置
賜
郡
で
の
事
件
は
少
な
く
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
十
二
月
、
米
沢
藩
が
甘
粕
右
衛
門
ら
切
支
丹
三
十
人
を
処
刑
し
た
こ
と
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
十
月
、
出
羽
亀
岡
村
（
山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町
亀
岡
）
の
甚
右
衛
門
の
下
人
彦
作
が
主
人
の
娘
は
る
（
十
五
歳
）
を
絞
殺
し
て
自
殺
し
た
。
そ
の
死
体
は
磔
と
な
り
、
そ
の
父
・
兄
等
も
死
罪
と
な
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
羽
前
国
全
般
に
一
揆
は
多
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
が
不
安
の
も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
こ
と
で
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は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
『
米
沢
市
史
』
近
世
編
１
２
は
、
米
沢
に
お
け
る
災
害
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
京
都
・
大
坂
・
江
戸
な
ど
、
中
央
の
記
録
は
古
く
か
ら
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
関
し
て
は
豊
富
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
反
し
て
置
賜
郡
の
よ
う
な
地
方
は
中
央
の
記
録
に
残
る
こ
と
が
少
な
く
、
ま
た
現
地
の
資
料
も
乏
し
く
、
人
々
の
生
活
の
実
態
は
古
く
遡
る
ほ
ど
わ
か
り
に
く
い
。
こ
の
論
考
で
は
中
央
の
資
料
を
用
い
た
た
め
、
他
国
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
羽
前
国
・
置
賜
郡
を
見
た
か
の
論
が
中
心
と
な
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
（
注
）
（
１
）
日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
（
２
）
同
右
（
３
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
・
三
』（
岩
波
書
店
）
二
二
四
頁
脚
注
（
４
）
新
訂
増
補
史
籍
集
覧
に
よ
る
。
（
５
）
全
集
１
に
よ
る
。
（
６
）『
西
遊
草
』（
東
洋
文
庫
）
二
三
二
頁
注
（
７
）『
飛
鳥
井
雅
有
日
記
』（
古
典
文
庫
）
に
よ
る
。
（
８
）
岩
波
文
庫
に
よ
る
。
（
９
）
日
本
随
筆
大
成
・
第
三
期
・
第
三
巻
に
よ
る
。
（
１０
）
東
洋
文
庫
に
よ
る
。
（
１１
）
植
田
重
雄
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歳
時
記
』
一
九
六
・
一
九
七
頁
（
岩
波
新
書
、
昭
和
五
十
八
年
）
本
稿
は
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日
、
山
形
県
南
陽
市
中
央
公
民
館
で
行
っ
た
講
演
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
題
は
「
山
形
・
置
賜
の
歴
史
と
文
化
―
中
央
か
ら
の
ま
な
ざ
し
―
」
で
あ
っ
た
。
